
 

 

物  質  名 N-メチル-2-ピロリドン ＤＢ－47 

別  名 N-メチルピロリドン 構 造 式 

 

CAS 番号 872-50-4 

PRTR 番号 － 

化審法番号 5-113 

分子式 C5H9NO 分子量 99.13 

沸点 202℃1)
 融点 －24℃1)

 

蒸気圧 3.45×10
-1 

mmHg（25℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm = 4.05 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －0.38（実測値）1)
 水溶性 1×10

6
 mg/L（25℃、実測値）3)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 5,130 mg/kg
 4)

  

 ラット 経口 LD50 3,914 mg/kg
 4)

  

 ラット 吸入 LCL0 1,000 mg/m
 4)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、0.2、0.6、1.8、3％の濃度で 28 日間混餌投与（雄で 0、149、429、1,234、2,019 mg/kg/day、

雌で 0、161、493、1,548、2,268 mg/kg/day）した結果、1.8％以上の群の雌雄で小葉中心部の

肝細胞肥大の発生率の増加、1.8％以上の群の雄及び 3％群の雌で体重増加の抑制、3％群の雌

雄で骨髄形成不全、雌で胸腺の萎縮の発生率の増加を認めた 5)
 。この結果から、NOAEL を

0.6％（雄で 429 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.3、0.75、1.8％の濃度で 90 日間混餌投与（雄で 0、169、433、1,057 mg/kg/day、

雌で 0、217、565、1,344 mg/kg/day）した結果、0.75％以上の群の雌雄で体重増加の抑制、着

地開脚幅の増加がみられ、雄で神経行動の検査項目で有害作用が示された。1.8％群の雄で覚

醒低下、軽度の眼瞼閉鎖の発生率の増加がみられた 6)。この結果から、NOAEL を 0.3％（雄

で 169 mg/kg/day、雌で 217 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.16、0.5、1.5％の濃度で 2 年間混餌投与（雄で 0、66.4、207、678 mg/kg/day、

雌で 0、87.8、283、939 mg/kg/day）した結果、0.5％以上の群の雌雄で尿の変色、1.5％群の雌

雄で体重増加の抑制、下痢、被毛の汚れ、脱毛等の発生率の増加、脾臓のマクロファージの

色素の蓄積、腸間膜リンパ節のリンパ系細胞の減少、雄で慢性進行性腎症、肝小葉中心部の

肝細胞の脂肪変性、副腎皮質の肥厚や嚢胞性変性などの増加を認めた。この結果から、NOAEL

を 0.5％（雄で 207 mg/kg/day、雌で 283 mg/kg/day）とする 7) 。 

・ラットに 0、100、500、1,000 mg/m
3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、100 mg/m

3

以上の群でばく露後に嗜眠、呼吸不整がみられたが、500 mg/m
3 以下の群ではばく露後 30～

45 分以内に症状は消失し、組織への影響もなかった。1,000 mg/m
3 群ではばく露後 9 日までに

13/30 匹が死亡または瀕死状態となって屠殺され、著明な呼吸困難もみられたため、ばく露

10 日後にばく露が中止された。死亡/瀕死例では肺の浮腫及びうっ血、骨髄形成不全、胸腺、

脾臓、リンパ節のリンパ組織の萎縮や壊死等がみられた 8)。 

・ラットに 0、500、1,000、3,000 mg/m
3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）鼻部吸入させた結果、

500 mg/m
3 以上の群で尿の濃い黄色化、1,000 mg/m

3 群で鼻の刺激症状として鼻端の痂皮形成、

3,000 mg/m
3 群の雌雄で臨床所見（詳細不明）、気道刺激、雄で体重増加の抑制、赤血球、ヘ



 

モグロビン、ヘマトクリット等の増加、雌で多形核好中球の増加、リンパ球の減少を認

めた 9)
 。この結果から、NOAEL を 500 mg/m

3（ばく露状況で補正：89 mg/m
3）とする。 

・ラットに 0、40、400 mg/m
3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、40 mg/m

3 以上の

群の雄及び 400 mg/m
3 以上の群の雌で眼の周囲に着色した分泌物がみられ、400 mg/m

3 以上の

雌雄で尿の暗黄色化、雄で体重増加の抑制、ヘマトクリット値、ALP の上昇、尿量の増加が

みられた 8)。この結果から、NOAEL を 40 mg/m
3（ばく露状況で補正：7.1 mg/m

3）とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、0.2、0.6、1.8、3％の濃度で 28 日間混餌投与（雄で 0、149、429、1,234、2,019 mg/kg/day、

雌で 0、161、493、1,548、2,268 mg/kg/day）した結果、1.8％以上の群の雄で精巣の変性、萎

縮を認めた 5)
 。この結果から、NOAEL を 0.6％（雄で 429 mg/kg/day）とする。 

・0、50、160、500 mg/kg/day をラットに混餌投与した多世代試験の結果、親世代では 500 mg/kg/day

群で体重増加の抑制、雄の受精能及び雌の受胎能のわずかな低下がみられ、仔世代では 500 

mg/kg/day 群で生存率、成長率の低下がみられたとの報告 
10) がある。 

・ラットに 0、10、51、116 ppm（6 時間/日、7 日/週）を F0 世代の雄には交尾前 12 週から交尾

期間終了までの 100 日間、雌には交尾前 12 週から哺育期までの 143 日間吸入させた結果、F0

世代の 116 ppm 群で音への反応の低下がみられたが、生殖器官、交尾、受胎能、妊娠、出生

仔数などへの影響なかった。116 ppm 群の両親から生まれた仔（F1）で、哺育期間中の有意な

低体重を認めた。また、0、116 ppm 群の母ラットを妊娠 21 日に剖検した結果、116 ppm 群の

胎仔の体重が有意に低かった。0、10、51、116 ppm 群の出生仔（F1）について、出生後 70

日で交尾させて仔を生ませた結果、10 ppm 以上の群で交尾、受胎能、出生仔数への影響はな

かった 11)
 。この結果から、雄の生殖毒性の NOAEL を 116 ppm（ばく露状況で補正：29 ppm、

117 mg/m
3）、雌及び仔の NOAEL を 51 ppm（ばく露状況で補正：13 ppm、53 mg/m

3）とする。 

・ラットに 0、100、360 mg/m
3 を妊娠 6 日から 15 日（6 時間/日）まで吸入させた結果、ばく露

開始後 3 日まで 100 mg/m
3 以上の群で散発的な嗜眠、呼吸不整がみられたが、その後は 100 

mg/m
3 以上の群で異常な臨床所見はみられず、組織の傷害、妊娠への影響、胎仔の成長、臓

器や骨格の発生への影響もなかった 8)。 

・ラットに 0、680 mg/m
3 を妊娠 4 日から 20 日まで（6 時間/日）まで吸入させた結果、680 mg/m

3

群で着床前胚損失の発生率（母親の数）の有意な増加を認めた。胎仔では、680 mg/m
3 群で頭

蓋、頚椎、胸骨分節、中足骨、趾骨の骨化遅延の有意な発生率増加を認めた 12)
 。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼、皮膚を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、皮膚に付くと乾燥、発赤、吸入す

ると頭痛を生じる。液体を飲み込むと、肺に吸い込んで化学性肺炎を起こすことがある。反

復または長期の皮膚への接触により、皮膚炎を引き起こすことがある 13)。 

・男性ボランティア 6 人を 0、10、25、50 mg/m
3 に 8 時間ばく露させた試験では、50 mg/m

3 で

2/6 人が臭気を感じたが、10 mg/m
3 以上の濃度で眼や上気道の不快感、肺機能、鼻腔容積の変

化はなかったとの報告 14)
 がある。電子機器製造工場の 280 mg/m

3 の作業区域でばく露した労

働者では、重篤な眼刺激と頭痛の訴えがあったとの報告 
15)がある。 

・妊娠 20 週まで分析作業のために本物質を使用した検査技師の女性（23 歳）では、妊娠 16 週

に流出した本物質を洗浄する際に本物質が直接手に付き、その後 4 日間に不定愁訴、頭痛、

吐き気、嘔吐がみられた。妊娠 13.8 週の超音波検査では胎児に異常はみられなかったが、26

週では胎児の成長に遅れがみられ、31 週で死産した。胎児には臓器の明らかな異常はみられ

ず、染色体の異常もなかったが、胎盤は小さく、限局性で急性の絨毛膜羊膜炎等がみられた



 

との報告 16) がある。女性は、本物質の流出時以外に分析作業中にも吸入及び経皮ばく露を受

けていたと推定されている 16) が、ばく露濃度等は不明であり、本物質以外の物質のばく露も

受けていたため、本物質と胎児の成長の遅れや死産との関連は不明である。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 17)
 1 ppm（4 mg/m

3）  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 169 mg/kg/day（体

重増加の抑制、着地開脚幅の増加など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 17 

mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 40 mg/m
3（体重増

加の抑制、ヘマトクリット値、ALP の上昇など）を採用し、ばく露状況で補正した 7.1 mg/m
3

を暫定無毒性量等に設定する。 
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